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Type 1 -固定性粘膜の最大限を床が被覆するもので，上顎結節を合み，口蓋後緑は Ah 線とし
たもの，
Type 2 -床外形は Type 1 に比べ小さく，上顎結節を合まず口蓋後縁はそれより 10mm 短く
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したもの
Type 3 -床外形は Type 1 に比べ大きく，口蓋後縁はそれより 5mm 延長したもの
Type 4 -Type 1 の口蓋部のみを除いた即ち無口蓋義歯としたもの
下顎義歯について
Type 1 -固定性粘膜の最大限を床が被覆するもので，後縁は後日歯三角前半としたもの




た。即ち，上顎義歯の Type 1 と下顎義歯の Type 1 (以下Type 1-1 のように示す)， Type 1-
2, Type 1 -3 , Type 2 -1 , Type 2 -2 , Type 3 -1 , Type 3 -3 , Type 4 -1 の 8
通りとした。試験食としてはピーナツを用し~岨瞬能率はピーナツ粉砕度を箭分法により測定し，つ
いで， Type 1 -1 , Type 2 -2 , Type 3 -3 , Type 4 -1 については，ケーキを試験食とし
て追加し食品の硬度による動揺の変化を求めた。
X線映画撮影はシーメンス 7 吋イメージ増倍管を用い，撮影機はアリフレックス 16mm カメラで
ある口映画フイ jレムはモーションアナライザーにより分析した。
分析の結果，義歯の結果，義歯の動揺を前後方市il三，上顎義歯については脱治，下顎義歯について
は挙上，及び，回転，転覆で表現し，動揺度については 1mm を越え 2mm までを l 度， 2--3 
mm を 2 度， 3mm 以上を 3 度とした。
口の開閉運動時については， Type 1 がきわめて良好な維持を示した。 Type 2 の上顎は前方滑
/と，下顎は後方市ど， Type 3 では上顎は脱落，下顎は挙上， Type 4 では上顎は脱落を伴う前方
的右の諸型を特徴とする。
又，動揺度についてみると顎型 1 についてはその殆んどが 1 度以下を示し顎型 3 については Type
1 を除き 1 度の範囲内にあった口
然るに，阻鴎運動時には，動揺の型式は複雑となり又動揺度も大となる。先ず，ピーナツ阻瞬時の
義歯の動揺を分析した結果は以下の通りである。即ち， Type 1-1 は上顎は脱浩，下顎は挙上の
みを示し，その動揺度も 1 度にしかすぎない。
Type 1 の上顎義歯と種々な Type の下顎義歯とを組み合わせた場合，脱落しか示さなかった
Type 1 の上顎義歯に前後方向滑走， 回転ないし転覆の複雑な動揺が出現している。又 Type 1 
の下顎義歯と種々な Type の上顎義歯を組み合わせた場合にも同様の様相がうかがわれた。
臨床的に日常用いられる Type 1 -1 , Type 2 -2 , Type 3 -3 , Type 4 -1 では，現在
一応基準と考えられている Type 1-1 と比べ， Type 2 -2 では上顎は脱落 1 度，前方滑走 2
度を，下顎は挙上 1 度，後方滑走 2 度を示したo Type 3 -3 では上顎は脱落 2 度，下顎は挙上 2
度，後方市走- 1 度を示した。 Type 4-1 に至ると上顎の脱落は 3 度，前後方市走 2 度となり，下
顎の挙上は 2 度，後方滑走は 1 度を示すのみならず，回転現象も認められたの第 3 型の顎型を示す被
験者に装着された義歯の動揺は，各 Type についての傾向は同様であるが，動揺度が高まるととも
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に，回転，転覆現象が著明に加わり，多彩な動指型式を示した。
軟かいケーキを I即時した場合の動揺はピーナツに比較して軽度であったu
次に，各 Type の義歯による阻鴫能率はその動揺度と比例的関係を示した。即ち，小さな動指度
を示す義商の阻時能率は高く，動揺度の増加と共に減少する O
以上種々な床外形を示す上下顎義歯を組み合わせて，義商ーの動揺に関しての測定を行なった結果，
その各々の固有の動揺型式並びに動揺度を知り得た口又，義歯の阻H爵能率は動揺と有意の関係をもっ
ていることがわかった。
論文の審査結果の要旨
顎機能時の全部床義歯の動揺に関してはいくつかの研-究がなされているが，その機能的効果との関
連性について論じたものはない。
本論文は全部床義歯の床外形の設計がその動揺に及ぼす影響をX線映画法により観察すると共に，
同時に阻鴨能率の測定により動揺と機能との関連性について検討を加えたものである白
義歯の動揺については従来主観的な表現でしか示されなかったが，最大股合力で校合した場合の義
歯の動揺を実験義歯の生理的動揺範囲と定め，これを基準としてその動揺度を算定した口その結果，
床外形の設定が義歯の動揺に影響を及ぼし動揺度と動揺型式が異なる乙とを明らかにした。即ち，床
外形の異なる各義歯ではそれぞれ固有の動揺型式がみとめられ，基準とされる床外形をもっ義歯が最
も動揺が小さく，その他のものでは動揺型式も複雑となり動揺度も大となる。
次に，顎堤の状態について比較した場合，顎堤不良のものでは良好なものに比べ，動揺型式は複雑
化し動揺度も大となることを指摘している。
更に，義歯の動揺と mn母能率とは比例的関係にあることを示している。即ち，動揺の小さいものは
岨鳴能率が高く，大なるに従って低下する。
以上，本論文は床外形が全部床義歯の動揺に大きく影響を及ぼすと共に，動揺と阻瞬機能との聞に
関連性のあることを明らかにし，従来臨床的経験により想像されていた点を種々確認し，又，修正し
得たものであり，義1指作製時の床外形設定に際し，考慮すべき 1 つの某準を示したものである口この
}I~から商科補緩学に貢献するところ極めて大であるのよって，向i"t1守二土の学位論文として十分価値あ
るものと認めるの
-441 ー
